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1. 本プログラムの概要 
 
本サンプルプログラムは、当社製 USB Serial Converter REX-USB60MB を使って Android タブ

レット(Nexus7)と RS-232C 接続のバーコードスキャナーを接続して使用する方法を説明するた

めのサンプルプログラムです。 
 
AndroidアプリからUSBデバイスを使用するには、アプリ側でAndroidOSが提供するUSB Host 
API を直接呼び出すか、USB デバイス用のドライバを呼び出す必要があります。 
 
本サンプルプログラムでは、USB シリアル変換チップ用に FTDI 社製よりクラスドライバとして

公開されている D2xx.jar を利用しております。 
 

※1: D2xx.jar は、FTDI 社のサイト(http://www.ftdichipcom/Android.htm)からダウンロー

ドできます。 
 
本サンプルプログラムの機能は、REX-USB60MB に接続されたバーコードリーダーでスキャンさ

れた情報の内容を表示するだけの単純なものです。 
あくまで Android 上で USB Serial Converter へのアクセス方法説明するためのもので、ご利用

いただく場合、お客様で十分な評価を行っていただきますようお願いします。 
 
本書は、Eclipse を使った Android アプリ用の統合開発環境でのアプリ作成経験者を対象として

います。 
以降の作業を進めるにあたっては、Eclipse を使った Android アプリ用の統合開発環境および、

パソコンの USB ポートから Android タブレットへアプリをダウンロードして実行できる環境を

準備をしておいてください。 
 
サンプルプログラムの作成は、以下のステップで行います。 
・USB60BCR のダウンロードとプロジェクトのインポート 
・FTDI 社製クラスドライバ(D2xx.jar)のダウンロードと jar ファイルのコピー 
 
以降で具体的な操作手順を示します。 
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2. サンプルプログラムの作成と操作手順 
2-1. USB60BCR のダウンロードとプロジェクトのインポート 

(1) RATOC e2eStore の「REX-USB60MB」の製品ページを開きます。そして、[ダウンロード]
タブをクリックしてダウンロードファイルの一覧画面に切り替えます。一覧リストから

「Android OS 対応サンプルプログラム USB60BCR …」をダウンロードします。 
(2) ダウンロードしたファイルを任意のフォルダーで解凍します。 
(3) Eclipse で USB60BCR プロジェクトをインポートします。 

[File]-[Import]から[Android]の[Existing Android Code Into Workspace]を選択して、[Next]を
押します。 
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「USB60BCR」を選択し、「Copy project to workspace」にチェックをして、右下の[Finish]を押

します。 

 
 
 
2-2. FTDI 社製クラスドライバ(D2xx.jar)のダウンロードと jar ファイルのコピー 

(1)FTDI 社のサイト(http://www.ftdichip.com/Android.htm) 
から TN_147_Java_D2xx_for_Android_Demo_Source.zip をダウンロードします。 

(2) ダウンロードしたファイルを任意のフォルダーで解凍します。 
(3) [TN_147_Java_D2xx_for_Android_Demo_Source¥libs]フォルダーにある[D2xx.jar]ファ

イルを USB60BCR プロジェクトの[libs]フォルダーへコピーします。 

 

以上でサンプルプログラムを実行する設定はできました。 
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2-3. Nexus7 への Android アプリのインストールと実行 
 
(1) パソコンからターゲットの Android タブレットを USB ケーブルで接続します。 
(2) Eclipse からプログラムがダウンロード可能な状態になったら、Eclipse 上から「USB60BCR」

プロジェクトを選択して[Run]をクリックします。 
(3) 「Android Device Chooser」の画面から「choose a running Android device」にチェックを

入れて、対象の Android タブレットを選択して、「OK」を押します。 
(4) Android アプリの実行ファイル(apk)が生成後にダウンロードされてタブレット上でサンプル

プログラムが実行されます。 
(5) REX-USB60MB が接続されていないので、「USB Serial – Not connected」と表示され 

 

REX-USB60MB が接続されていないことを表わす以下のダイアログが表示されます。 

 
(6) [OK]をクリックした後、AndroidタブレットのUSBポートにREX-USB60MBを接続します。

Nexus7 等で１つ USB ポートがデバイス機能とホスト機能共有している端末では、PC と接

続している USB ケーブルを取り外した後に、REX-USB60MB を接続してください。 
 
(7) 画面の中央に USB60BCR 実行許可の確認ダイアログが表示されます。 

 
 
(8) [OK]を押して実行を許可します。 
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(9) REX-USB60MB を検出すると「USB Serial – Not connected」が「USB Serial - Connected」

に変わります。 

 
 
(10)  次に、バーコードスキャナーを接続し、磁気カードをスキャンします。 
(11)  バーコードが読み込まれると、読み込んだコードの桁数とその下に読み込んだコードが表示

されます。 

 

最後に、REX-USB60MB を Android タブレットの USB ポートから外してください。 
「USB Serial – Not connected」に変わります。 
 
以上でサンプルプログラムの動作が確認できました。 
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3. サンプルプログラムソースの説明 
ここから先は、サンプルプログラムのソースを例にポイントとなる箇所を説明していきます。 
 
3-1. マニフェストファイル「AndroidManifest.xml」 

AndroidManifest.xml では、対象とする USB デバイスを特定するためのインテントフィルタ

を設定します。 

 

<Activity>エレメントの中に以下を指定します。 
① android:launchMode=”singleTask” 

Activity 起動方法を singleTask に設定します。 
② <action android:name=”android.hardware.usb.action.USB_DEVICE_ATTACHED” /> 

<intent-filter>エレメントで対象とする USB デバイスを特定するためのインテントフィ

ルタを設定します。 
③<meta-data action android:name=”android.hardware …. USB_DEVICE_ATTACHED”  

android;resource=”@xml/device_filter” /> 
<meta-data> エレメントには次で説明する XML リソースファイルを指定します。 

 
3-2. XML リソースファイル「device_filter.xml」 

[res/xml] フ ォ ル ダ ー 下 の device_filter.xml で は 、 REX-USB60F, REX-USB60MI, 
REX-USB60MB の３製品のベンダーID とプロダクト ID の指定を<resources>エレメントの

中に 1 行ずつ記述します。 

 
 

①

②

③
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3-3. Java ソースファイル「Main.java」 
D2xxManager クラスと FT_Device クラスをインポートします。 

 

REX-USB60MB 用インスタンス名を定義します。 

 

 
■REX-USB60MB の開始処理および終了処理を呼び出すタイミングについて 
アプリの起動・終了以外に USB Serial Converter の接続・取外しや端末のスリープに対応す

るための REX-USB60MB の開始処理および終了処理を呼び出すタイミングについて説明し

ます。 
REX-USB60MB の開始処理は次の３つのタイミングで行います。 
1. アプリ起動時 
2. USB Serial Converter の接続時 
3. 端末のスリープからの復帰時 
onResume メソッドがこれらのタイミングに共通で呼び出されるメソッドになります。 
したがって、onResume メソッドが呼ばれたときに REX-USB60MB の開始処理を行います。 
 
一方、REX-USB60MB の終了処理は次の３つのタイミングで行います。 
1. アプリ終了時 
2. USB Serial Converter の取り外し時 
3. 端末がスリープへ入る時 
onStop メソッドがこれらのタイミングに共通で呼び出されるメソッドになります。 
したがって、onStop メソッドが呼ばれたときに REX-USB60MB の終了処理を行います。 
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■onCreate メソッド 
D2xxManager#getInstance メソッドで REX-USB60MB 用インスタンスを生成します。 

 
ライブラリが識別可能な USB デバイスの追加するために D2xxManager#setVIDPID メソッ

ドを呼び出して、REX-USB60 シリーズのベンダーID およびプロダクト ID を追加します。 

 

USB 接続状態を監視するブロードキャストレシーバーとして mUsbReceiver の登録を行い、

このブロードキャストレシーバーで受信するインテントを登録します。 

 

■onResume メソッド 
onResume メソッドでは、Search_MyUsbSerial メソッドを使って接続された USB デバイス

の UsbDevice オブジェクトを取得し、本プログラム（USB60BCR）での使用を許可するた

め、UsbManager#requestPermission メソッドを呼び出します。 
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■Search_MyUsbSerial メソッド 
ポートのオープンで使用するために、USB ポートに接続されているデバイスの UsbDevice オ

ブジェクトを検索します。 

 
■onStop メソッド 

onStop メソッドでは、End_MyUSBSerial メソッドを呼び出して、REX-USB60MB の終了

処理を行います。 

 

■onReceive ブロードキャストレシーバー 
onCreate メソッドで登録された USB接続状態を監視するブロードキャストレシーバー処理。 
REX-USB60MB を装着すると、「この USB デバイスが接続されたときに USB60BCR を開き

ますか….」といった実行の許可を求める画面が表示されますが、このときに許可をした場合

に、REX-USB60MB の初期化処理のために Start_MyUsbSerial メソッドを呼び出します。 
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REX-USB60MB が取り外された時は、REX-USB60MB を終了するために End_MyUsbSerial
メソッドを呼び出します。 

 
 

■Start_MyUsbSerial メソッド 
Start_MyUsbSerial メソッドでは、REX-USB60MB の初期化のために connectFunction メ

ソッドを呼び出し、その後、通信パラメーターを設定するため SetConfig メソッドを呼び出

します。 

 
 

■connectFunction メソッド 
connectFunction メ ソ ッ ド は 、 ポ ー ト を オ ー プ ン す る た め に

D2xxManager#openByUsbDevice メソッドを呼び出します。さらに、データ受信処理のため

のスレッド readThread を開始します。 

 
さらに、データ受信処理のためのスレッド readThread を開始します。 
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■SetConfig メソッド 
SetConfig メソッドでは、通信パラメータを設定するために FT_DEVICE の以下の各メソッ

ドを呼び出します。 
setBaudRate メソッド：ボーレート 
setDataCharacteristics メソッド：データビット、ストップビット、パリティ 
setFlowControl メソッド：フロー制御 

 
■End_MyUsbSerial メソッド 

End_MyUsbSerial メソッドでは、ReadThread を停止させた後にポートをクローズします。 

 
 

■readThread スレッド 
REX-USB60MB からのデータ受信処理はブロックされるため、別スレッド readThread とし

て処理します。 
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そして readThread の run メソッド内で受信処理を行います。 
FT_DEVICE #getQueueStatus メソッドで受信データが存在するかチェックして、 
受信データが存在すれば、データ受信は FT_DEVICE #read メソッド呼び出します。 
取得されたバーコードデータは、readThread から MainActivity 内のハンドラーへメッセー

ジで通知し、データ表示処理は、MainActivity 内で処理します。 

 
そして readThread で取得されたバーコードデータは、readThread から MainActivity 内の

ハンドラーへメッセージで通知し、データ表示処理は、MainActivity 内で処理します。 

 
上記 sendMessage が以下のハンドラー処理へ通知されます。 

 
以上でサンプルプログラムの説明を終わります。 
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本書では、Android の USB Host API については説明しておりません。これについて知りたい場

合は、Google の開発者向けサイトの以下を参照してください。 
http://developer.android.com/guide/topics/connectivity/usb/host.html 

 
最後に、このサンプルプログラムは、あくまで Android 上で USB Serial Converter へのアクセ

ス方法を説明するためのもので、データ送信処理や FTDI 製 USB Serial Converter Controller
固有の設定処理、エラー処理などは含まれておりません。 
 
本サンプルプログラムおよび本書に関するお問い合わせは、下記のラトックシステムの Web サイ

ト上の問い合わせフォームからお願いします。 
 
サポートセンター宛メール 
http://web1.ratocsystems.com/mail/support.html 
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